
【付録-Ⅳ】　　実機試験練り結果一覧表

時刻

9:03 ＊捨モル1バッチ目練混ぜ開始，0.9m3，3分練⇒廃棄

9:33 ＊捨モル2バッチ目練混ぜ開始，0.9m3，4分練 ⇒廃棄
・外気温：12.1℃
・モルタル温度：15.4℃ 
・空気量：10.0％ （注）粗骨材が長く使われておらず、かなりの乾燥状態であった！

測定値 設定値 平均 50cm（s） 停止（s）

10:00頃 （捨1） 5.6 5.6 0.90 4A 10 容量0.5m3，4分間練混ぜ，硬いため約20kg分加水し、ミキサから排出
10:21 1 3.8 3.8 1.05 4A 0 420 × 410 415 - 7.5 10over 16 容量0.5m3，4分間練混ぜ　(以下全て同じ)

↓

10:38 2 ? 3.0 1.15 0A 5 520 × 520 520 - 21.3 7.0 17 13 *O漏斗11.3秒 ，＊前のバッチの影響でエアまだ高め

15 560 × 520 540 7.0 22.5 6.5 16

↓ 30 555 × 555 555 7.9 26.0 6.1 16 （30分で約1%の空気量の低下を確認）

11:24 3 ? 2.8 1.30 0A 5 550 × 545 548 9.0 30.1 4.5 2311 18 ＊ほぼ適正な空気量となるが、フローはまだ小さい

30 610 × 600 605 9.9 34.7 4.1 － 18 （単位容積重量の計測漏れ）　

60 620 × 585 603 8.9 36.1 3.9 2324 17 15

90 585 × 580 583 10.6 37.3 3.8 2335 17 17 *O漏斗20.2秒

120 515 × 510 513 - 29.6 3.8 2335 16 17

（12:00頃） 2.4 ↓ ＊表面水率の再計測　（乾いてきていたため硬めに： 3.8% ⇒ 2.4%に）
お昼休み 洗浄あり （ミキサ車洗浄のためミキサ内に水を排出）

（13:45頃） （捨2） 1.9 1.30 0A （再度捨バッチ0.5m3）　細骨材トップビンが終了し入替、:表面水が変化
13:55 4 5.2 4.7 1.30 0A 5 610 × 570 590 8.5 41.8 2.9 19 ＊洗浄の影響で空気量がやや低め ⇒ 経時を試験せず廃棄

↓

14:32 5 5.2 4.5 1.30 2A 5 610 × 595 603 9.5 37.9 4.0 2331 18 16 ＊フロー・空気量とも良好、TP36本採取，塩分量試験 0.0245kg/m3

30 680 × 665 673 8.2 47.1 3.7 2333 18 17 「自己収縮・拘束膨張」　各3本採取

60 710 × 705 708 7.2 62.5 3.3 2348 18 17 *O漏斗20.4秒， U型充填（Rank２）：高さ334mm ／充填時間30.7秒

90 645 × 640 643 10.1 55.5 3.1 2357 18 16 *O漏斗28.7秒　（かなり粘性が高くなっている）

120 640 × 610 625 11.4 48.4 3.1 2357 17 16

15:25 6 ? 4.5 1.30 2A 50圧送後 660 × 630 645 4.3 29.9 7.1 2253 20 15 0.75m3で練混ぜ，4分練混ぜ ⇒ ポンプ圧送後 （先送りモルタル混合）

今後の留意事項

（１）細骨材の表面水率のばらつき・変動を少なくする対処が必要

（２）粗骨材の乾燥状態を吸水状態に改善する対処が必要

（３）練混ぜ容量については0.75m3まで確認済、増量検討が必要
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